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（件 名） 

子どもの最善の利益の実現に資する保育制度の改善について 

 

（要 旨） 

一、保育士配置基準並びに調理員配置基準の早急な改善を国に求めること。 

一、処遇改善加算の仕組みを見直し、公定価格に編入するよう国に求めること。 

 

（理 由） 

昨年来、保育施設における児童に対する不適切な関わり事案が幾つも報道さ

れるに至っている。これは決してあってはならないことであり、保育者は心に

留めなければならないと自戒しているが、社会状況の変化により保育士に求め

られる仕事が増加している中、事案の再発防止のためには、余裕をもって保育

を行うことができるよう適切な配置基準への改善も必要である。現行の配置基

準は戦後間もない昭和 23 年に制定されたが、４歳児以上の配置基準について

は制定以来 75 年間にわたってほとんど改善されていないことから、早急な改

善を求める。また、調理員の配置基準についても同様であり、有給休暇取得等

の労働者としての基本的権利を保障する意味においても早急な改善が必要で

ある。 

処遇改善加算の仕組みは保育士の給与水準を改善する目的で導入され、現時

点では加算Ⅰ、Ⅱ、Ⅲと三種類が存在するが、保育士の満足度の向上につなが

るものとなっていない。職員の給与引き上げが十分になされない最も大きな理

由のひとつは、公定価格計算上のモデル給与号俸と実態との乖離が大きく、適

切な単価となっていないことにある。各法人が職員の十分な給与引き上げを行

うことが可能となるよう、処遇改善加算は公定価格に編入したうえ、適切な単

価を設定するよう求める。 
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